
甲斐善光寺 

 川中島の合戦の兵火が信濃善光寺にお
よぶのを避け仏像等を移して建立。 
■アクセス:善光寺駅から徒歩で約12分 甲府駅南口から
バスで約15分善光寺入口下車 
■住所:甲府市善光寺3-36-1

武田信玄公墓所 

 ここに咲く八房の梅は県の天然記念物
で、１つの花に八個の実を付けます。 
■アクセス:甲府駅北口からバスで約8分護国神社入口下
車徒歩約15分 ■住所:甲府市岩窪町 

東光寺 

 室町時代の唐様建築の仏殿は別名薬師
堂とも呼ばれます。国の文化財に指定。 
■アクセス:甲府駅北口から徒歩で約30分 金手駅から徒
歩で約20分 
■住所:甲府市東光寺町3-7-37

円光院 

 16歳の時に甲斐へと嫁いできた信玄公
の正室である三条夫人の墓があります。
■アクセス:甲府駅北口からバスで約8分護国神社入口下車
徒歩約15分 
■住所:甲府市岩窪町500-1

長禅寺 

 信玄公の母である信虎夫人の菩提寺で
す。信玄公によって信虎が駿河に追放
された後、髪を切って出家しました。 
■アクセス:甲府駅南口から徒歩で約10分 
■住所:甲府市愛宕町208

能成寺 

 大池の伝説を偲ばせる「宿龍の碑」や
芭蕉の句碑「名月や池をめぐりて夜も
すがら」があります。 
■アクセス:金手駅から徒歩で約10分 
■住所:甲府市東光寺町2153

法泉寺 

 武田家最後の当主である勝頼の墓があ
ります。長篠の合戦で敗退し、天目山
にて最期を遂げるに至りました。 
■アクセス:甲府駅南口からバスで約15分 北中入口下車徒
歩約20分 ■住所:甲府市和田町2595

積翠寺 

 信玄公誕生の地で産湯の井戸や自筆
の「和漢連句」が残っています。 
■アクセス:甲府駅北口からバスで約15分積翠寺下車徒歩
約10分  
■住所:甲府市上積翠寺984

武田神社 

 武田信虎、信玄、勝頼の武田家三代、
60余年の居館跡にある神社です。 
■アクセス:甲府駅北口から徒歩で約30分 甲府駅北口か
らバス約10分  
■住所:甲府市古府中町2611  TEL.055-252-2609 
http://www.takedajinja.or.jp/

甲府城跡（舞鶴城公園） 

 上から眺めるとまるで鶴が羽ばたく姿に
似た美しさから、舞鶴城と呼ばれます。 
■アクセス:甲府駅南口から徒歩で約3分 
■住所:甲府市丸の内1 
■営業時間:9時～16時 (稲荷櫓) 
 円楽寺 

 

 

修験道の開祖である役行者が富士山へ
の出発点として開いたお寺です。境内
のイチョウの木は樹齢約500年。 
■アクセス:甲府駅南口からバスで約30分七角下車徒歩
15分 ■住所:甲府市右左口町4104

金桜神社 

 

 

金峰山の里宮で古くは山伏たちの山岳道
場としての歴史をもっております。武田氏
との縁も深く、文化遺産が多数あります。 
■アクセス:甲府駅南口からバスで約60分金桜神社下車 
■住所:甲府市御岳町2347

護国神社 

 甲府藩主・柳沢吉保の菩提寺 (永慶寺 )
のあった場所で、桜の花見の名所とし
て親しまれています。 
■アクセス:甲府駅北口からバスで約8分護国神社入口下
車徒歩約10分 
■住所:甲府市岩窪町608

酒折宮 

 日本武尊が東征の折りに立ち寄ったと
伝えられます。境内には本居宣長や山
県大弐の碑も見られます。 
■アクセス:酒折駅から徒歩で約3分 
■住所:甲府市酒折3-1-13

大泉寺 

 信虎公の菩提寺です。武田三代の木像
が安置されています。 
■アクセス:甲府駅北口から徒歩で約25分 
■住所:甲府市古府中5015

三社神社 

 毎春、おみゆきさんの折には、一宮浅
間神社などから神輿が渡御します。 
■アクセス:本竜王バス停から徒歩で約15分 
■住所:甲斐市竜王1888-1

常説寺 

 順徳上皇に縁のある国指定重要文化財
である白輿があります。 
■アクセス:甲府駅からバスで約40分桜橋下車徒歩約5分 
■住所:甲斐市吉沢714

源義清公館跡 

 甲斐源氏の祖、新羅三郎源義光の三男、
刑部三郎義清の晩年の館跡です。 
■アクセス:国母駅から徒歩で約10分 
■住所:昭和町西条4265

かすみ堤 

 今に至る信玄堤です。水勢を河心に弾
かせて本堤の崩れるのを防ぎました。 
■アクセス:常永駅から徒歩で約15分 
■住所:昭和町河西1377

慈照寺 

 

 

境内には竜王の地名となった「竜王水」
が今もこんこんと湧き出ています。 
■アクセス:竜王駅から徒歩で約10分 
■住所:甲斐市竜王629-1
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東光寺 

円光院 

長禅寺 

法泉寺 

　生涯にわたる合戦の数は130余。わずか16歳で
信州佐久の海ノ口城の戦で初陣を飾りました。その
後病に倒れる53歳まで戦の人生でありました。戦国
時代最強の騎馬軍団と怖れられ、孫子の兵法から学
んだ「風林火山」の旗を掲げて、敵を倒し続けまし
た。しかし、そんな信玄公も、治国安民の理念を持
ち、信玄堤を代表とする治水事業や金山開発など、
国づくりにも力を発揮しました。名文句として「人は
城 人は石垣 人は堀 情けは味方 仇は敵なり」を信
条とし、和を尊び、生涯城を持ちませんでした。 

円楽寺木像 

武田神社 

金桜神社 

大泉寺 

酒折宮 

3-E

4-C

3-E

天沢寺 

 武田二十四将の中でも特に猛将と知られて
いる飯富虎昌、山県昌景兄弟の菩提寺です。 
■アクセス:甲府駅からバス昇仙峡滝上行き久保下車２分 
■住所:甲斐市亀沢2609

4-C

光照寺 

 室町時代後期の建造物で、厨子ととも
に国の重要文化財に指定されている。 
■アクセス:塩崎駅下車徒歩約5分 
■住所:甲斐市岩森1622
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武田信玄公墓所 

積翠寺 

　風林火山とは孫子の兵法の書にあ
る次のような一節「ときこと風のごとく   
しずかなること林のごとし しんりゃくす
ること火のごとく うごかざること山の
ごとし」からとられたものです。 
　合戦の際には、この旗が常に陣頭
に掲げられたと言います。武田信玄
率いる騎馬軍団は戦国の世を駆けめ
ぐり、信玄公を頭として、その下には
武田 24 将と呼ばれる戦国武将たち
が集い、領土を広げていきました。 
　信玄公は、1521 年 11 月 3 日に
甲府市にある要害山で生まれました。
その要害山の麓にある積翠寺には、
信玄公がつかったという産湯の井戸
が今なお残ります。そして、この積翠
寺をはじめ県内各地には、信玄の隠
し湯と言われる温泉があります。 

其疾如風 
其徐如林 
侵掠如火 
不動如山　　 

武田24将図 

孫子の旗（雲峰寺所蔵） 信玄公像（甲府駅前） 

信玄産湯井戸（積翠寺） 

戦国時代最強の騎馬軍
団を率いた武田信玄 

甲州軍団5万2000兵 
伝説の軍師山本勘助 

浅利与一層塔 
鎌倉時代作の層塔とその周囲には、浅利与一一
族のものであろうか、五輪塔群が立ち並びます。 
■アクセス:東花輪駅から車で約20分 
■住所：中央市大鳥居1619-1 

5-K中 
中央市 

大福寺 
甲斐三十三観音の十一番札所で像高
2.8mもある木造薬師如来座像があります。 
■アクセス:東花輪駅から車で約20分 
■住所:中央市大鳥居1621

5-K
中 
中央市 

信玄堤 

 四百数十年前、信玄が築いたといわれる。
今なお甲府盆地を水害から守っています。 
■アクセス:本竜王バス停から徒歩で約15分 
■住所:甲斐市竜王 

3-F

信玄堤からの眺望 

大泉寺 

　甲陽軍艦によれば、武田軍団の兵力
は騎馬9121騎と記録されています。1
騎に 4 人の従卒が付くとして約 4 万
5600 人。これに足軽たち6300 人を
加えると、その数およそ5万2000兵と
いう軍勢だったと推定できます。 
　武田軍団の中でとりわけ優れた24人
の武将たち。その中でも片目を失い、
片足も負傷した満身創痍の謎の武将が
山本勘助でした。彼もまた若い頃から合

戦に明け暮れ、諸
国の事情に精通し、
独自の兵法を信玄
公に助言して勝ち
続けたと言われて
います。これらが
戦国時代最強とい
われた武田軍団の
強みとなり、甲斐
国を中心として駿
河一円、信濃の大
半、さらに美濃や
飛騨まで領土を拡
大したのです。 
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